複合動詞の意味・用法 : 後項動詞「～だす」と「～でる」を中心に by 李 静[ミン] et al.
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複
合
動
詞
の
意
味
・
用
法
 
―
後
項
動
詞
「
～
だ
す
」
と
「
～
で
る
」
を
中
心
に
―
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
李
 
静
玟
 
 
１ 
は
じ
め
に 
 
複
合
動
詞
の
「
～
だ
す
」
と
「
～
で
る
」
は
、「
引
き
出
す
」「
投
げ
出
す
」「
流
れ
出
る
」
の
よ
う
に
「
内
か
ら
外
部
へ
」
の
移
動
の
意
を
表
す
後
項
動
詞
で
あ
る
。
特
に
、「
～
だ
す
」
の
場
合
、
単
独
動
詞
の
意
味
か
ら
転
じ
て
「
～
し
は
じ
め
る
」
と
い
う
開
始
の
意
味
も
併
せ
持
っ
て
い
る
た
め
、
複
合
動
詞
の
中
で
も
そ
の
出
現
頻
度
が
高
い
と
い
え
る
。 
 
ま
た
、「
～
だ
す
」
と
「
～
で
る
」
は
、
本
来
単
独
動
詞
で
の
働
き
の
通
り
、
複
合
動
詞
の
内
部
で
そ
れ
ぞ
れ
他
動
詞
と
自
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、「
溢
れ
出
す
」「
届
け
出
る
」
の
よ
う
に
自
他
の
逆
転
が
起
こ
っ
て
い
る
語
例
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
溢
れ
出
す
」
は
「
溢
れ
て
外
へ
出
る
」、「
届
け
出
る
」
は
「
届
け
る
た
め
に
出
す(
届
け
を
出
す)
」
の
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
複
合
動
詞
「
～
だ
す
」
と
「
～
で
る
」
を
意
味
別
に
分
類
・
分
析
し
、
そ
の
意
味
・
用
法
上
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
さ
ら
に
、
前
項
と
後
項
の
自
他
が
一
致
し
な
い
複
合
動
詞
を
取
り
上
げ
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
も
分
析
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。 
２ 
複
合
動
詞
「
～
だ
す
」
と
「
～
で
る
」
の
意
味
分
類 
２
・
１ 
研
究
対
象 
 
研
究
対
象
と
す
る
複
合
動
詞
「
～
だ
す
」
と
「
～
で
る
」
は
『
日
本
国
語
大
辞
典 
第
二
版
』
(
小
学
館)
か
ら
収
集
し
た
二
五
九
語
で
あ
り(
そ
の
う
ち
、「
～
だ
す
」
が
一
九
四
例
、「
～
で
る
」
が
六
五
例)
、
こ
の
中
、
現
代
語
で
は
用
い
ら
れ
な
い
語
も
分
析
対
象
に
入
れ
る
こ
と
に
す
る
。 
 
 ２
・
２ 
構
成
要
素
の
意
味
関
係
に
よ
る
分
類 
影
山(
一
九
九
三) 
は
、
複
合
動
詞
を
語
彙
的
複
合
動
詞1
と
統
語
的
複
合
動
詞
の
二
種
類
に
分
け
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
前
者
を
前
項
と
後
項
の
意
味
関
係
に
よ
っ
て
「
様
態
・
付
帯
状
況
」
                                        
          
 
1 
『
文
法
と
語
構
成
』
影
山
太
郎
（
一
九
九
三
）  
 
 
 
語
彙
的
複
合
動
詞(
手
段
、
原
因
、
付
帯
、
並
立
関
係
な
ど) 
飛
び
上
が
る
、
押
し
開
く
、
泣
き
叫
ぶ
、
売
り
払
う
、 
統
語
的
複
合
動
詞(
形
式
化
、
文
法
化) 
払
い
終
え
る
、
食
べ
過
ぎ
る
、
動
き
出
す
、
数
え
直
す 
「
手
段
」「
原
因
」「
並
列
関
係
」「
補
文
関
係
」
の
五
項
目
に
分
け
て
分
類
を
し
て
い
る
。 
一
方
、
姫
野(
一
九
九
九)
は
、
影
山(
一
九
九
三)
の
分
類
を
踏
ま
え
、
方
向
性
を
表
す
本
義
に
近
い
意
味
を
持
つ
後
項
動
詞
「
～
で
る
」
と
「
～
だ
す
」
を
語
彙
的
複
合
動
詞
に
、「
開
始
、
起
動
」
の
用
法
を
持
つ
「
～
だ
す
」
を
統
語
的
複
合
動
詞
に
分
類
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
語
彙
的
複
合
動
詞
の
「
～
で
る
」
と
「
～
だ
す
」
を
そ
の
意
味
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。 
 
「
～
で
る
」 
１ 
外
部
、
前
面
、
表
面
へ
の
移
動( 
場
所
か
ら
場
所
に
で
る)  : 
這
い
で
る
、
飛
び
で
る
… 
２ 
表
だ
っ
た
場
へ
の
登
場
（ 
相
手
・
場
所
に
で
る
）: 
願
い
出
る
、
届
け
出
る
… 
 
「
～
だ
す
」 
１.  
移
動 
１
・
１ 
外
部
、
前
面
、
表
面
へ
の
移
動
（ 
方
法
、
状
態
、
目
的
）・: 
追
い
出
す
、
持
ち
出
す
、
救
い
出
す 
１
・
２ 
表
だ
っ
た
場
へ
の
出
現 : 
召
し
だ
す
、
突
き
出
す
、
狩
り
だ
す
… 
２ 
.
顕
在
化 : 
外
部
や
表
面
に
出
現
せ
し
め
、
人
目
に
触
れ
さ
せ
る 
 
２
・
１ 
.
顕
現 : 
隠
れ
て
い
た
も
の
が
覆
い
を
取
り
除
か
れ
て
姿
を
現
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 : 
暴
き
だ
す
、
む
き
だ
す
、
さ
ら
け
だ
す
、
け
ず
り
だ
す 
 
２
・
２ 
創
出 : 
無
か
ら
有
が
生
み
出
さ
れ
る 
 
 
 
 
 
 
 
 : 
作
り
出
す
、
考
え
出
す
、
生
み
出
す 
 
２
・
３ 
発
見 : 
探
し
だ
す
、
聞
き
だ
す
、
見
だ
す 
上
記
の
よ
う
に
姫
野(
一
九
九
九)
は
「
召
し
だ
す
、
突
き
出
す
、
狩
り
だ
す
」
な
ど
の
類
を
表
だ
っ
た
場
へ
の
出
現
で
あ
る
と
し
て
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
あ
る
場
所
へ
行
か
せ
る
、
来
さ
せ
る
」
と
い
う
移
動
の
意
味
が
強
い
た
め
、
出
現
と
い
う
よ
り
は
「
人
の
他
の
場
所
へ
移
動
さ
せ
る 
」
の
方
が
も
っ
と
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
１
．
２
を
出
現
と
呼
ぶ
と
、
項
目
２
の
顕
在
化
と
区
別
が
つ
き
に
く
く
な
る
。 
 
以
上
の
先
行
研
究
を
参
考
に
し
、
次
の
よ
う
に
「
～
だ
す
」
の
意
味
分
類
を
試
み
た
。 
 
〔
後
項
動
詞
「
～
だ
す
」
の
意
味
分
類
〕 
１ 
移
動 
 
 
 
１
・
１ 
内
か
ら
外
へ
移
す
、
移
動
さ
せ
る
、
行
か
せ
る : 
持
ち
出
す
、
釣
り
出
す
、
押
し
出
す 
 
 
１
・
２ 
人
を
他
の
場
所
へ
行
か
せ
る
。
来
さ
せ
る
。
呼
び
出
す : 
召
し
だ
す
、
突
き
出
す
、
狩
り
だ
す 
２
出
現 
 
 
 
２
・
１ 
隠
れ
て
い
た
も
の
の
出
現 : 
思
い
出
す
、
言
い
出
す
、
照
ら
し
出
す 
 
 
 
２
・
２ 
無
か
っ
た
も
の
の
発
生
・
生
産 : 
考
え
出
す
、
作
り
出
す
、
編
み
出
す 
 
 
 
２
・
３ 
発
見
： 
探
し
だ
す
、
見
出
す
、
洗
い
出
す 
 
以
上
の
分
類
に
基
づ
い
て
、
3.
で
は
「
で
る
」
と
「
だ
す
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。 
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「
手
段
」「
原
因
」「
並
列
関
係
」「
補
文
関
係
」
の
五
項
目
に
分
け
て
分
類
を
し
て
い
る
。 
一
方
、
姫
野(
一
九
九
九)
は
、
影
山(
一
九
九
三)
の
分
類
を
踏
ま
え
、
方
向
性
を
表
す
本
義
に
近
い
意
味
を
持
つ
後
項
動
詞
「
～
で
る
」
と
「
～
だ
す
」
を
語
彙
的
複
合
動
詞
に
、「
開
始
、
起
動
」
の
用
法
を
持
つ
「
～
だ
す
」
を
統
語
的
複
合
動
詞
に
分
類
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
語
彙
的
複
合
動
詞
の
「
～
で
る
」
と
「
～
だ
す
」
を
そ
の
意
味
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。 
 
「
～
で
る
」 
１ 
外
部
、
前
面
、
表
面
へ
の
移
動( 
場
所
か
ら
場
所
に
で
る)  : 
這
い
で
る
、
飛
び
で
る
… 
２ 
表
だ
っ
た
場
へ
の
登
場
（ 
相
手
・
場
所
に
で
る
）: 
願
い
出
る
、
届
け
出
る
… 
 
「
～
だ
す
」 
１.  
移
動 
１
・
１ 
外
部
、
前
面
、
表
面
へ
の
移
動
（ 
方
法
、
状
態
、
目
的
）・: 
追
い
出
す
、
持
ち
出
す
、
救
い
出
す 
１
・
２ 
表
だ
っ
た
場
へ
の
出
現 : 
召
し
だ
す
、
突
き
出
す
、
狩
り
だ
す
… 
２ 
.
顕
在
化 : 
外
部
や
表
面
に
出
現
せ
し
め
、
人
目
に
触
れ
さ
せ
る 
 
２
・
１ 
.
顕
現 : 
隠
れ
て
い
た
も
の
が
覆
い
を
取
り
除
か
れ
て
姿
を
現
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 : 
暴
き
だ
す
、
む
き
だ
す
、
さ
ら
け
だ
す
、
け
ず
り
だ
す 
 
２
・
２ 
創
出 : 
無
か
ら
有
が
生
み
出
さ
れ
る 
 
 
 
 
 
 
 
 : 
作
り
出
す
、
考
え
出
す
、
生
み
出
す 
 
２
・
３ 
発
見 : 
探
し
だ
す
、
聞
き
だ
す
、
見
だ
す 
上
記
の
よ
う
に
姫
野(
一
九
九
九)
は
「
召
し
だ
す
、
突
き
出
す
、
狩
り
だ
す
」
な
ど
の
類
を
表
だ
っ
た
場
へ
の
出
現
で
あ
る
と
し
て
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
あ
る
場
所
へ
行
か
せ
る
、
来
さ
せ
る
」
と
い
う
移
動
の
意
味
が
強
い
た
め
、
出
現
と
い
う
よ
り
は
「
人
の
他
の
場
所
へ
移
動
さ
せ
る 
」
の
方
が
も
っ
と
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
１
．
２
を
出
現
と
呼
ぶ
と
、
項
目
２
の
顕
在
化
と
区
別
が
つ
き
に
く
く
な
る
。 
 
以
上
の
先
行
研
究
を
参
考
に
し
、
次
の
よ
う
に
「
～
だ
す
」
の
意
味
分
類
を
試
み
た
。 
 
〔
後
項
動
詞
「
～
だ
す
」
の
意
味
分
類
〕 
１ 
移
動 
 
 
 
１
・
１ 
内
か
ら
外
へ
移
す
、
移
動
さ
せ
る
、
行
か
せ
る : 
持
ち
出
す
、
釣
り
出
す
、
押
し
出
す 
 
 
１
・
２ 
人
を
他
の
場
所
へ
行
か
せ
る
。
来
さ
せ
る
。
呼
び
出
す : 
召
し
だ
す
、
突
き
出
す
、
狩
り
だ
す 
２
出
現 
 
 
 
２
・
１ 
隠
れ
て
い
た
も
の
の
出
現 : 
思
い
出
す
、
言
い
出
す
、
照
ら
し
出
す 
 
 
 
２
・
２ 
無
か
っ
た
も
の
の
発
生
・
生
産 : 
考
え
出
す
、
作
り
出
す
、
編
み
出
す 
 
 
 
２
・
３ 
発
見
： 
探
し
だ
す
、
見
出
す
、
洗
い
出
す 
 
以
上
の
分
類
に
基
づ
い
て
、
3.
で
は
「
で
る
」
と
「
だ
す
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。 
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３ 
後
項
動
詞
「
～
で
る
」
と
「
～
だ
す
」
の
意
味
・
用
法 
３
・
１ 
「
～
で
る
」 
 
す
で
に
２.
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
後
項
動
詞
「
～
で
る
」
は
「
～
だ
す
」
に
比
べ
、「
内
か
ら
外(
表
面)
へ
移
動
す
る
」
と
い
う
本
来
単
独
動
詞
で
の
意
味
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
た
め
、「
～
で
る
」
に
お
け
る
意
味
分
類
は
比
較
的
単
純
で
あ
る
。 
後
項
動
詞
「
～
で
る
」
の
具
体
的
な
語
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。（ 
意
味
の
判
断
は
『
日
本
国
語
大
辞
典 
第
二
版
』
を
参
考
に
し
た
） 
 
〔
後
項
動
詞
「
～
出
る
」
の
意
味
〕 
１ 
移
動 
Ａ 
外
に
出
る : 
溢
れ
出
る
、
浮
か
れ
出
る
、
起
き
出
る
、
躍
り
出
る
、
泳
ぎ
出
る
、
追
ん
出
る
、
駆
け
出
る
、
漕
ぎ
出
る
、
転
が
り
出
る
、
退
り
出
る
、
滑
り
出
る
、
擦
り
出
る
、
突
き
出
る
、
飛
び
出
る
、
取
り
出
る
、
流
れ
出
る
、
に
じ
く
り
出
る
、
に
じ
み
出
る
、
に
じ
り
出
る
、
抜
き
出
る
、
抜
け
出
る
、
這
い
出
る
、
走
り
出
る
、
張
り
出
る
、
引
き
出
る
、
紛
れ
出
る
、
沸
き
出
る
、
垂
れ
出
る
、
ほ
と
ば
し
り
出
る
、
浮
び
出
る
、
浮
き
出
る 
Ｂ 
出
て
行
く
、
離
れ
る : 
立
ち
出
る
、 
Ｃ 
～
の
た
め
に
、
～
に
申
し
出
す(
人
の
前
に
出
る) : 
訴
え
出
る
、
届
け
出
る
、
な
の
り
出
る
、
願
い
出
る
、
の
さ
ば
り
出
る
、
申
し
出
る
、 
２ 
出
現 表
面
に
現
れ
る : 
射
し
出
る
、
生
え
出
る
、
向
き
出
る
、
生
ま
れ
出
る
、
放
り
出
る
、
萌
え
出
る 
ま
た
、
後
項
動
詞
「
～
で
る
」
は
自
動
詞
で
あ
る
た
め
、
結
合
す
る
前
項
動
詞
ほ
と
ん
ど
が
自
動
詞
で
あ
る
。
特
に
、「
自
動
詞
＋
で
る
」
の
組
み
合
わ
せ
の
場
合
、
前
項
動
詞
に
は
「
溢
れ
る
、
流
れ
る
、
生
ま
れ
る
、
沸
く
、
吹
く
」
な
ど
の
よ
う
に
自
然
現
象
を
表
す
動
詞
が
多
く
見
ら
れ
る
。 
 
姫
野(
一
九
九
九)
は
、「
沸
き
出
る
、
溢
れ
出
る
、
浮
き
出
る
、
漏
れ
出
る
」
な
ど
の
類(
前
項
が
自
然
現
象
・
方
向
性
の
意
味
を
持
つ)
は
、
後
項
動
詞
を
「
～
だ
す
」
に
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
場
合
の
「
～
で
る
」
は
、
単
に
前
項
動
詞
が
表
す
状
態
を
強
調
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
次
の
例
文
を
見
て
み
る
と
、 
(
１)
ａ 
あ
ぶ
り
出
し
の
絵
が
浮
き
出
る
。 
 
 
 
ｂ 
頬
に
汗
が
浮
き
出
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
新
明
解
よ
り) 
(
１)
の
ａ
、
ｂ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
浮
き
出
る
」
は
、
単
純
に
「
浮
く
」
を
強
調
す
る
意
味
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
ず
、「
浮
く
」
と
い
う
動
詞
に
は
下
の
方
か
ら
上
昇
す
る
と
い
う
方
向
性
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
浮
く
」
は
表
面
の
方
ま
で
到
達
し
て
も
そ
こ
か
ら
移
動
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
留
ま
っ
て
い
る
意
を
表
す
に
過
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
、「
浮
く
」
と
「
～
で
る
」
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
へ
の
移
動
、
特
に
横
の
方
面
へ
の
移
動
の
意
味
が
添
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
程
度
を
強
調
す
る
「
老
け
込
む(
す
っ
か
り
老
け
る)
」
の
後
項
動
詞
「
込
む
」
と
は
そ
の
性
格
が
違
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
「
込
む
」
と
比
べ
る
と
、「
～
で
る
」
は
ま
だ
本
動
詞
で
の
意
味
が
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
ま
た
、「
訴
え
出
る
、
申
し
出
る
、
届
け
出
る
」
の
よ
う
他
動
詞
が
前
項
動
詞
と
し
て
結
合
し
て
い
る
語
例
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、前
項
動
詞
と
後
項
動
詞
の
自
他
の
問
題
は
４
で
詳
し
く
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。 
 
３
・
２ 
複
合
動
詞
「
～
だ
す
」 
 
３
・
２
・
１ 
語
彙
的
意
味
の
複
合
動
詞
「
～
だ
す
」 
こ
こ
で
は
、
２
で
試
み
た
「
～
だ
す
」
の
意
味
分
類
に
基
づ
き
、「
～
だ
す
」
の
意
味
・
用
法
上
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。 
複
合
動
詞
の
内
部
で
後
項
動
詞
「
～
で
る
」
は
、
だ
い
た
い
本
来
単
独
動
詞
の
用
法
と
同
じ
よ
う
に
移
動
を
表
す
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
比
べ
て
、後
項
動
詞「
～
だ
す
」は
、
も
っ
と
多
様
で
抽
象
的
な
意
味
と
し
て
働
い
て
い
る
。 
 
【
後
項
動
詞
「
～
出
す
」
の
意
味
分
類
】 
〔
語
彙
的
複
合
動
詞
〕 
１ 
移
動 
 
 
 
１
・
１ 
内
か
ら
外
へ
移
す
、
移
動
さ
せ
る
、
行
か
せ
る : 
持
ち
出
す
、
釣
り
出
す
、
押
し
出
す
、
選
び
出
す
、 
 
 
 
１
・
２ 
人
を
他
の
場
所
へ
行
か
せ
る
。
来
さ
せ
る
。
呼
び
出
す : 
召
し
だ
す
、
突
き
出
す
、
狩
り
だ
す 
２ 
出
現 
 
 
 
２
・
１ 
隠
れ
て
い
た
も
の
の
出
現 : 
思
い
出
す
、
言
い
出
す
、
照
ら
し
出
す
、
映
し
出
す
、
研
ぎ
出
す
、
張
り
出
す
、
書
き
出
す
、
言
い
出
す
、 
 
 
 
２
・
２ 
無
か
っ
た
も
の
の
発
生
・
生
産 : 
考
え
出
す
、
作
り
出
す
、
編
み
出
す
、
織
り
出
す
、
染
め
出
す
、
刻
み
出
す
、
生
み
出
す
、
稼
ぎ
出
す
、 
 
 
 
２
・
３ 
発
見 : 
探
し
だ
す
、
見
出
す
、
洗
い
出
す 
 
〔
統
語
的
複
合
動
詞
―
開
始
・
起
動
〕 
～
し
は
じ
め
る : 
歌
い
出
す
、
躍
り
出
す
、
書
き
出
す
、
語
り
出
す
、
狂
い
出
す
、
見
出
す
、
呼
び
出
す
、
持
ち
出
す
、 
上
記
の
意
味
分
類
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
後
項
動
詞
「
～
だ
す
」
は
様
々
な
意
味
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
移
動
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
例
は
、
一
九
四
語
の
中
で
一
三
四
語
も
見
ら
れ
、
そ
れ
が
占
め
て
い
る
割
合
は
圧
倒
的
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
移
動
の
意
味
を
表
す
「
～
だ
す
」
の
場
合
、
２
の
出
現(
切
り
出
す
、
搾
り
出
す)
と
３
の
開
始(
蹴
出
す
、
釣
り
出
す
、
振
り
出
す)
の
意
味
を
併
せ
持
つ
場
合
も
少
な
く
な
い
。 
 
ま
ず
、「
～
だ
す
」
が
１
の
移
動
の
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
、
他
動
詞
＋
他
動
詞
の
組
み
合
わ
せ
が
普
通
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
前
項
と
後
項
は
主
に
修
飾
関
係
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
て
、
前
項
動
詞
が
後
項
動
詞
の
手
段
・
方
法
の
意
味
を
表
す
場
合
が
多
い
。 
 
そ
し
て
、
後
項
動
詞
「
～
で
る
」
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
開
始
・
起
動
」
の
意
味
へ
の
形
式
化
が
「
～
だ
す
」
で
は
、
数
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
類
は
文
法
・
形
式
化
し
、
造
語
力
が
強
い
た
め
、辞
書
の
用
例
の
他
、実
際
に
は
も
っ
と
多
い
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 
 
 ４
．
複
合
動
詞
「
～
で
る
」
と
「
～
だ
す
」
の
自
他
の
組
み
合
わ
せ 
 
複
合
動
詞
は
他
動
詞
＋
他
動
詞
、
自
動
詞
＋
自
動
詞
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
項
動
詞
「
～
出
す
」
の
場
合
、
自
動
詞
と
結
合
し
て
さ
ら
に
自
動
詞
の
意
味
に
転
じ
て
し
ま
う
語
例
が
少
な
く
な
い
。
表
２
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
「
溢
れ
出
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３
・
２ 
複
合
動
詞
「
～
だ
す
」 
 
３
・
２
・
１ 
語
彙
的
意
味
の
複
合
動
詞
「
～
だ
す
」 
こ
こ
で
は
、
２
で
試
み
た
「
～
だ
す
」
の
意
味
分
類
に
基
づ
き
、「
～
だ
す
」
の
意
味
・
用
法
上
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。 
複
合
動
詞
の
内
部
で
後
項
動
詞
「
～
で
る
」
は
、
だ
い
た
い
本
来
単
独
動
詞
の
用
法
と
同
じ
よ
う
に
移
動
を
表
す
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
比
べ
て
、後
項
動
詞「
～
だ
す
」は
、
も
っ
と
多
様
で
抽
象
的
な
意
味
と
し
て
働
い
て
い
る
。 
 
【
後
項
動
詞
「
～
出
す
」
の
意
味
分
類
】 
〔
語
彙
的
複
合
動
詞
〕 
１ 
移
動 
 
 
 
１
・
１ 
内
か
ら
外
へ
移
す
、
移
動
さ
せ
る
、
行
か
せ
る : 
持
ち
出
す
、
釣
り
出
す
、
押
し
出
す
、
選
び
出
す
、 
 
 
 
１
・
２ 
人
を
他
の
場
所
へ
行
か
せ
る
。
来
さ
せ
る
。
呼
び
出
す : 
召
し
だ
す
、
突
き
出
す
、
狩
り
だ
す 
２ 
出
現 
 
 
 
２
・
１ 
隠
れ
て
い
た
も
の
の
出
現 : 
思
い
出
す
、
言
い
出
す
、
照
ら
し
出
す
、
映
し
出
す
、
研
ぎ
出
す
、
張
り
出
す
、
書
き
出
す
、
言
い
出
す
、 
 
 
 
２
・
２ 
無
か
っ
た
も
の
の
発
生
・
生
産 : 
考
え
出
す
、
作
り
出
す
、
編
み
出
す
、
織
り
出
す
、
染
め
出
す
、
刻
み
出
す
、
生
み
出
す
、
稼
ぎ
出
す
、 
 
 
 
２
・
３ 
発
見 : 
探
し
だ
す
、
見
出
す
、
洗
い
出
す 
 
〔
統
語
的
複
合
動
詞
―
開
始
・
起
動
〕 
～
し
は
じ
め
る : 
歌
い
出
す
、
躍
り
出
す
、
書
き
出
す
、
語
り
出
す
、
狂
い
出
す
、
見
出
す
、
呼
び
出
す
、
持
ち
出
す
、 
上
記
の
意
味
分
類
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
後
項
動
詞
「
～
だ
す
」
は
様
々
な
意
味
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
移
動
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
例
は
、
一
九
四
語
の
中
で
一
三
四
語
も
見
ら
れ
、
そ
れ
が
占
め
て
い
る
割
合
は
圧
倒
的
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
移
動
の
意
味
を
表
す
「
～
だ
す
」
の
場
合
、
２
の
出
現(
切
り
出
す
、
搾
り
出
す)
と
３
の
開
始(
蹴
出
す
、
釣
り
出
す
、
振
り
出
す)
の
意
味
を
併
せ
持
つ
場
合
も
少
な
く
な
い
。 
 
ま
ず
、「
～
だ
す
」
が
１
の
移
動
の
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
、
他
動
詞
＋
他
動
詞
の
組
み
合
わ
せ
が
普
通
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
前
項
と
後
項
は
主
に
修
飾
関
係
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
て
、
前
項
動
詞
が
後
項
動
詞
の
手
段
・
方
法
の
意
味
を
表
す
場
合
が
多
い
。 
 
そ
し
て
、
後
項
動
詞
「
～
で
る
」
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
開
始
・
起
動
」
の
意
味
へ
の
形
式
化
が
「
～
だ
す
」
で
は
、
数
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
類
は
文
法
・
形
式
化
し
、
造
語
力
が
強
い
た
め
、辞
書
の
用
例
の
他
、実
際
に
は
も
っ
と
多
い
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 
 
 ４
．
複
合
動
詞
「
～
で
る
」
と
「
～
だ
す
」
の
自
他
の
組
み
合
わ
せ 
 
複
合
動
詞
は
他
動
詞
＋
他
動
詞
、
自
動
詞
＋
自
動
詞
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
項
動
詞
「
～
出
す
」
の
場
合
、
自
動
詞
と
結
合
し
て
さ
ら
に
自
動
詞
の
意
味
に
転
じ
て
し
ま
う
語
例
が
少
な
く
な
い
。
表
２
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
「
溢
れ
出
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す(
自)
、
売
れ
出
す(
自)
、
狂
い
出
す(
自)
、
走
り
出
す(
自)
、
染
み
出
す(
自)
」
な
ど
が
こ
こ
に
入
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
出
現
頻
度
の
高
い
他
の
後
項
動
詞
と
比
べ
て
も
著
し
い
現
象
で
あ
る
。 
 
〈
表
１
〉「
～
で
る
」
構
成
要
素
の
自
他
に
よ
る
分
類 
     
                 
構成要素の自他  
（前   後）  
       複合動詞(の自他)  
 
 自 ＋ 自 溢れ出る(自) 、現れ出る(自) 、浮び出る(自)、生ま
れ出る(自)、躍り出る(自)、泳ぎ出る(自)、転り出る
(自)、染み出る(自)、進み出る(自)、退り出る(自)、射
し出る(自)、滑り出る(自) 、立ち出る(自)、垂れ出る
(自)、飛び出る(自)、流れ出る(自)  
のさばり出る(自)、這い出る(自)、走り出る(自)、馳
せ出る(自)、食み出る(自)、罷り出る(自)、紛れ出る
(自)、捲れ出る(自)、紛れ出る(自)、萌え出る(自)、揺
ぎ出る(自)、沸き出る(自)、駆け出る(自) 、吹き出る
(自) 
  自 ＋ 他 なし 
  他 ＋ 自 訴え出る(自) 、追ん出る(自) 、漕ぎ出る(自)、 
突き出る(自)、届け出る(他) 、取り出る(自) 、 
抜き出る(自) 、願い出る(自)、放り出る(自) 、 
剥き出る(自) 、申し出る(他) 、綰み出る(自)  
 他 ＋ 他 なし 
前(自・他)＋後(自) にじり出る(自) 、張り出る(自・他) 、引き出る(自)、 
 
〈
表
２
〉「
～
だ
す
」
構
成
成
分
の
自
他
に
よ
る
分
類 
 
 
影
山(
一
九
九
三)
は
、
動
詞
を
他
動
詞
、
非
能
格
自
動 
詞(
意
志
的)
、非
対
格
自
動
詞(
非
意
志
的)
の
３
つ
に
分 
け
て
「
同
じ
タ
イ
プ
の
項
構
造
」
を
持
つ
動
詞
同
士
が
複 
合
さ
れ
る
と
述
べ
、こ
れ
を
他
動
性
調
和
の
原
則
と
称
し 
て
い
る
。(
こ
こ
で
、
外
項
と
は
意
図
的
な
動
作
主
、
原 
因
を
、
内
項
は
働
き
か
け
や
変
化
を
被
る
対
象
物
を
指 
す) 
 
(
２)(
ａ)
他
動
詞
の
項
構
造 
:(
外
項 
 
〈
内
項
〉) 
 
 
(
ｂ)
非
能
格
自
動
詞
の
項
構
造: 
(
外
項 
 
〈 
 
〉) 
 
 (
ｃ)
非
対
格
自
動
詞
の
項
構
造: 
( 
 
 
〈
内
項
〉） 
 
例
え
ば
、 
(
３)
（
ａ)
太
郎
が
花
子
を
探
す 
 
  
 
（
ｂ)
太
郎
が 
 
 
回
る 
 
 
 
 
の
場
合
、
他
動
詞
の
「
探
す
」
と
非
能
格
自
動
詞
の
「
回 
る
」
は
「
太
郎
」
と
い
う
同
じ
外
項
を
持
つ
た
め
、「
探 
し
回
る
」と
い
う
複
合
動
詞
の
組
み
合
わ
せ
は
成
り
立
つ 
の
で
あ
る
。 
さ
ら
に
、こ
れ
に
基
づ
い
て
複
合
動
詞
の
適
切
な
組
み 
 
合
わ
せ
と
不
適
切
な
組
み
合
わ
せ
を
次
の
よ
う
に
示
し
て 
い
る
。 
構成要素の自他 
(前 ＋ 後) 
複合動詞(の自他) 
自 ＋ 自 なし 
自 ＋ 他 溢れ出す(自)、荒れ出す(自)、息み出す(他)、熱り出す(自)、
燻り出す(他)、浮び出す(自)、売れ出す(自)、躍り出す(自)、
駆け出す(自)、 
狂い出す(自)、踰え出す(自)、転り出す(自)、染み出す(自)、
滑り出す(自)、反り出す(自)、飛び出す(自)、流れ出す(自)、
泣き出す(自)、 
逃げ出す(自)、滲み出す(自)、抜け出す(自)、練り出す(自)、
伸び出す(自)、乗り出す(自)、働き出す(自)、孕み出す(他)、
膨れ出す(他)、降り出す(自)、潤び出す(自)、紛れ出す(自)、
萌え出す(自)、燃え出す(自)、沸き出す(自) 
他 ＋ 自 なし 
他 ＋ 他 焙り出す(他)、編み出す(他)、洗い出す(他)、言い出す(他)、
苛め出す(他)、歌い出す(他)、映し出す(他)、思い出す(他)、
貸し出す(他) 、担ぎ出す(他)、汲み出す(他)、刻み出す(他)、
責め出す(他)、染め出す(他) 、突き出す(他) 、作り出す(他)、
積み出す(他)、抜き出す(他) 、煮出す(他)、拾い出す(他)、
吐き出す(他)、盗み出す(他)、取り出す(他)、掘り出す(他)、
見出す(他)、磨き出す(他)、持ち出す(他)、呼び出す(他)、
焼き出す(他)、割り出す(他）、剥き出す(他) 
(自他)＋他 浮き出す(自) 、張り出す(自、他)、吹き出す(自・他)、 
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〈
表
２
〉「
～
だ
す
」
構
成
成
分
の
自
他
に
よ
る
分
類 
 
 
影
山(
一
九
九
三)
は
、
動
詞
を
他
動
詞
、
非
能
格
自
動 
詞(
意
志
的)
、非
対
格
自
動
詞(
非
意
志
的)
の
３
つ
に
分 
け
て
「
同
じ
タ
イ
プ
の
項
構
造
」
を
持
つ
動
詞
同
士
が
複 
合
さ
れ
る
と
述
べ
、こ
れ
を
他
動
性
調
和
の
原
則
と
称
し 
て
い
る
。(
こ
こ
で
、
外
項
と
は
意
図
的
な
動
作
主
、
原 
因
を
、
内
項
は
働
き
か
け
や
変
化
を
被
る
対
象
物
を
指 
す) 
 
(
２)(
ａ)
他
動
詞
の
項
構
造 
:(
外
項 
 
〈
内
項
〉) 
 
 
(
ｂ)
非
能
格
自
動
詞
の
項
構
造: 
(
外
項 
 
〈 
 
〉) 
 
 (
ｃ)
非
対
格
自
動
詞
の
項
構
造: 
( 
 
 
〈
内
項
〉） 
 
例
え
ば
、 
(
３)
（
ａ)
太
郎
が
花
子
を
探
す 
 
  
 
（
ｂ)
太
郎
が 
 
 
回
る 
 
 
 
 
の
場
合
、
他
動
詞
の
「
探
す
」
と
非
能
格
自
動
詞
の
「
回 
る
」
は
「
太
郎
」
と
い
う
同
じ
外
項
を
持
つ
た
め
、「
探 
し
回
る
」と
い
う
複
合
動
詞
の
組
み
合
わ
せ
は
成
り
立
つ 
の
で
あ
る
。 
さ
ら
に
、こ
れ
に
基
づ
い
て
複
合
動
詞
の
適
切
な
組
み 
 
合
わ
せ
と
不
適
切
な
組
み
合
わ
せ
を
次
の
よ
う
に
示
し
て 
い
る
。 
構成要素の自他 
(前 ＋ 後) 
複合動詞(の自他) 
自 ＋ 自 なし 
自 ＋ 他 溢れ出す(自)、荒れ出す(自)、息み出す(他)、熱り出す(自)、
燻り出す(他)、浮び出す(自)、売れ出す(自)、躍り出す(自)、
駆け出す(自)、 
狂い出す(自)、踰え出す(自)、転り出す(自)、染み出す(自)、
滑り出す(自)、反り出す(自)、飛び出す(自)、流れ出す(自)、
泣き出す(自)、 
逃げ出す(自)、滲み出す(自)、抜け出す(自)、練り出す(自)、
伸び出す(自)、乗り出す(自)、働き出す(自)、孕み出す(他)、
膨れ出す(他)、降り出す(自)、潤び出す(自)、紛れ出す(自)、
萌え出す(自)、燃え出す(自)、沸き出す(自) 
他 ＋ 自 なし 
他 ＋ 他 焙り出す(他)、編み出す(他)、洗い出す(他)、言い出す(他)、
苛め出す(他)、歌い出す(他)、映し出す(他)、思い出す(他)、
貸し出す(他) 、担ぎ出す(他)、汲み出す(他)、刻み出す(他)、
責め出す(他)、染め出す(他) 、突き出す(他) 、作り出す(他)、
積み出す(他)、抜き出す(他) 、煮出す(他)、拾い出す(他)、
吐き出す(他)、盗み出す(他)、取り出す(他)、掘り出す(他)、
見出す(他)、磨き出す(他)、持ち出す(他)、呼び出す(他)、
焼き出す(他)、割り出す(他）、剥き出す(他) 
(自他)＋他 浮き出す(自) 、張り出す(自、他)、吹き出す(自・他)、 
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【
適
切
な
組
み
合
わ
せ
】 
 
 (
ａ)
他
動
詞
＋
他
動
詞 : 
 
 
 
 
 
 
 
奪
い
取
る
、
追
い
払
う
、
射
落
と
す
、、、 
(
ｂ)
非
能
格
自
動
詞
＋
非
能
格
自
動
詞 :  
 
言
い
寄
る
、
飛
び
降
り
る
、、、 
(
ｃ)
非
対
格
自
動
詞
＋
非
対
格
自
動
詞 : 
 
滑
り
落
ち
る
、
流
れ
落
ち
る
、、、 
(
ｄ)
他
動
詞
＋
非
能
格
自
動
詞 : 
 
 
 
 
探
し
回
る
、
持
ち
歩
く
、、、 
(
ｅ)
非
能
格
自
動
詞
＋
他
動
詞 : 
 
 
 
 
泣
き
は
ら
す
、
伏
し
拝
む
、 
 
【
不
適
切
な
組
み
合
わ
せ
】 
 (
ｆ)
他
動
詞
＋
非
対
格
自
動
詞 : 
 
 
 
 
＊
洗
い
落
ち
る
＊
切
り
倒
れ
る 
(
ｇ)
非
能
格
自
動
詞
＋
非
対
格
自
動
詞 : 
 
＊
走
り
運
ぶ
＊
跳
び
落
ち
る 
(
ｈ)
非
対
格
自
動
詞
＋
他
動
詞 : 
 
 
 
 
＊
揺
れ
落
す
、
＊
売
れ
飛
ば
す 
(
ｉ)
非
対
格
自
動
詞
＋
非
能
格
自
動
詞 : 
 
＊
痛
み
泣
く
、
＊
運
び
降
り
る 
 
ま
ず
、「
他
動
詞
＋
出
る
」
の
場
合
、
実
際
に
他
動
詞
調
和
の
原
則
に
あ
て
は
め
て
み
る
と
、 
 (
３)  
届
け
出
る 
～
が 
～
を 
届
け
る 
～
が 
 
 
 
出
る 
➡(
主
語:
外
項
、 
目
的
語:
内
向) 
 
「
届
け
る
」
と
「
出
る
」
は
両
方
と
も
同
じ
外
項
、
つ
ま
り
主
語
が
一
致
し
て
い
る
の
で
こ
の
場
合
の
組
み
合
わ
せ
は
適
切
で
あ
る
と
い
え
る
。 
し
か
し
、「
～
だ
す
」
の
場
合
、
次
の
よ
う
に 
適
切 
非
能
格
自
動
詞(
意
志)
＋
だ
す :
息
み
出
す(
他) 
躍
り
出
す(
自) 
駆
け
出
す(
自) 
踰
え
出
す
(
自) 
反
り
出
す(
自)
、
飛
び
出
す(
自) 
泣
き
出
す(
自)
、
逃
げ
出
す(
自) 
練
り
出
す(
自) 
乗
り
出
す(
自)
、
働
き
出
す(
自) 
孕
み
出
す(
他) 
不
適
切 
非
対
格
自
動
詞(
無
意
志)
＋
出
す :
溢
れ
出
す(
自)
、
荒
れ
出
す(
自) 
熱
り
出
す(
自)
、
燻
り
出
す(
他) 
浮
び
出
す(
自) 
売
れ
出
す(
自) 
狂
い
出
す(
自) 
転
り
出
す(
自) 
染
み
出
す(
自)
、
滑
り
出
す(
自) 
流
れ
出
す(
自) 
滲
み
出
す(
自)
伸
び
出
す(
自) 
膨
れ
出
す(
他)
、
降
り
出
す
(
自)
、
潤
び
出
す(
自)
、
紛
れ
出
す(
自)
、
萌
え
出
す(
自)
、
燃
え
出
す(
自)
、
沸
き
出
す(
自) 
 
影
山(
一
九
九
三)
に
当
て
は
ま
ら
な
い
場
合
が
も
っ
と
多
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
、
一
つ
手
が
か
り
に
な
る
の
は
、「
自
動
詞
＋
だ
す
」
の
組
み
合
わ
せ
の
場
合
、「
沸
き
出
す
、
萌
え
出
す
、
飛
び
出
す
」
な
ど
の
よ
う
に
「
だ
す
」
が
す
べ
て
自
動
詞
の
「
で
る
」
の
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
姫
野(
一
九
九
九)
は
後
項
動
詞
「
だ
す
」
に
つ
い
て
移
動
の
意
味
を
表
す
語
彙
的
複
合
動
詞
の
場
合
、
主
体
の
移
動
を
表
す
も
の
「
自
動
詞
」
と
対
象
の
移
動
を
表
す
も
の
「
他
動
詞
」
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。 
こ
の
よ
う
な
「
だ
す
」
に
お
け
る
自
他
の
不
一
致
の
問
題
は
、
そ
も
そ
も
「
だ
す
」
と
「
で
る
」
の
古
語
で
あ
る
「
い
づ
」
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
  
〔
辞
書
に
お
け
る
意
味
記
述
〕『
全
訳
古
語
辞
典
』(
角
川
書
店) 
出
づ ㊀
〔
自
ダ
下
二
〕 
➀(
内
か
ら
外
に)
出
る
。
現
れ
る
。
ま
た
、
生
じ
る
。
起
こ
る
。 
➁
出
発
す
る
。 
➂
逃
れ
る
。
離
れ
る
。 
㊁
〔
他
ダ
下
二
〕(
内
か
ら
外
に)
出
す
。
表
す
。 
出
だ
す
〔
他
サ
四
〕 
➀
外
に
出
す
。 
➁
行
か
せ
る
。
出
発
さ
せ
る
。
遣
わ
す
。 
➂
言
う
。
歌
う
。 
➃(
助
詞
の
連
用
形
に
付
い
て)
動
作
を
内
か
ら
外
に
向
け
て
行
う
。 
 
 
「
い
づ
」
が
自
動
詞
だ
け
で
は
な
く
他
動
詞
の
用
法
も
担
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
自
他
の
不
一
致
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
か
ら
も
「
～
い
づ
」
の
語
例
は
一
九
一
語
、「
～
い
だ
す
」
の
語
例
は
一
四
〇
語
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
語
例
の
中
で
、
興
味
深
い
現
象
は
、「
い
だ
す
」
の
初
出
す
る
時
期
が
八
世
紀
で
あ
る
に
も
関
ら
ず
、
「
飛
び
出
づ(
室
町)
」
と
「
飛
び
出
だ
す(
一
八
七
〇)
」
の
よ
う
に
「
い
づ
」
に
比
べ
、「
～
い
だ
す
」
が
後
項
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
始
め
た
時
期
が
相
当
遅
か
っ
た
り
、「
流
れ
出
づ(
九 
 
 
〇
五)
」
→
「
流
れ
出
る(
一
五
九
二)
」
→
「
流
れ
出
す(
一
八
八
四))
」
の
よ
う
に
そ
も
そ
も
「
～
い
だ
す
」
が
存
在
し
な
か
っ
た
り
す
る
語
例
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
ま
た
、「
他
動
詞
＋
出
る
」
の
語
例
を
み
て
み
る
と
、 
 
〔
他
動
詞
＋
で
る
〕 
訴
え
出
る(
自)  : 
物
事
の
理
非
曲
直
を
判
断
し
て
も
ら
う
た
め
に
人
や
機
関
に
申
し
出
る
。
初
出
一
八
八
六 
追
ん
出
る(
自)  : (
「
追
い
出
る
」
変
化
し
た
語)
自
分
か
ら
進
ん
で
の
場
所
か
ら
出
る 
 
 
 
 
 
 
無
理
に
出
さ
せ
る
。い
や
い
や
出
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
言
い
方
。 
 
 
 
 
 
 
初
出
一
八
六
八 
漕
ぎ
出
る(
自) : 
船
を
漕
い
で
で
る
。
漕
ぎ
い
ず
。
初
出
一
八
九
八 
突
き
出
る(
自) : 
➀
覆
い
や
壁
な
と
を
突
い
て
で
る
。
初
出
一
九
六
七 
 
 
 
 
 
 
➁
ふ
い
に
で
る
。
ぐ
っ
と
前
へ
出
る
。
さ
っ
と
出
る
。
初
出
一
九
五
二 
 
 
 
 
 
 
➂
高
く
、
ま
た
は
長
く
出
る
。
あ
る
部
分
が
前
や
土
に
出
張
る 
 
初
出
一
九
〇
三 
届
け
出
る(
他)  : 
役
所
、
学
校
、
会
社
の
上
司
な
ど
に
書
類
ま
た
は
口
頭
で
申
し
出
る
。 
届
け
る
。
届
け
い
ず
。
初
出
一
九
〇
五 
(
と
ど
け
い
ず 
初
出
一
八
九
六 
取
り
出
る(
自)  : 
大
軍
が
急
ぎ
ひ
し
め
い
て
出
る
。
初
出
一
六
〇
三 
名
乗
り
出
る(
自) : 
自
分
の
姓
名
、
身
分
な
ど
を
皆
の
前
へ
名
乗
っ
て
出
る
。 
自
分
が
そ
の
本
人
で
あ
る
こ
と
を
申
し
上
げ
る
。
初
出
一
九
〇
〇 
抜
き
出
る(
自)  : 
中
か
ら
で
る
。
初
出
一
九
〇
六 
願
い
出
る(
自) : 
願
い
を
申
し
出
る
。
初
出
一
九
〇
〇 
放
り
出
る(
自)  : 
対
外
に
で
る
。
生
ま
れ
る
。
初
出
一
七
八
四 
 剥
き
出
る(
自)  : 
今
ま
で
隠
れ
で
い
た
部
分
が
あ
ら
わ
に
な
る
。
初
出
一
九
二
八 
申
し
出
る(
他)  : 
自
分
か
ら
進
ん
で
言
っ
て
出
る
。
初
出
一
八
世
紀 
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〔
辞
書
に
お
け
る
意
味
記
述
〕『
全
訳
古
語
辞
典
』(
角
川
書
店) 
出
づ ㊀
〔
自
ダ
下
二
〕 
➀(
内
か
ら
外
に)
出
る
。
現
れ
る
。
ま
た
、
生
じ
る
。
起
こ
る
。 
➁
出
発
す
る
。 
➂
逃
れ
る
。
離
れ
る
。 
㊁
〔
他
ダ
下
二
〕(
内
か
ら
外
に)
出
す
。
表
す
。 
出
だ
す
〔
他
サ
四
〕 
➀
外
に
出
す
。 
➁
行
か
せ
る
。
出
発
さ
せ
る
。
遣
わ
す
。 
➂
言
う
。
歌
う
。 
➃(
助
詞
の
連
用
形
に
付
い
て)
動
作
を
内
か
ら
外
に
向
け
て
行
う
。 
 
 
「
い
づ
」
が
自
動
詞
だ
け
で
は
な
く
他
動
詞
の
用
法
も
担
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
自
他
の
不
一
致
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
か
ら
も
「
～
い
づ
」
の
語
例
は
一
九
一
語
、「
～
い
だ
す
」
の
語
例
は
一
四
〇
語
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
語
例
の
中
で
、
興
味
深
い
現
象
は
、「
い
だ
す
」
の
初
出
す
る
時
期
が
八
世
紀
で
あ
る
に
も
関
ら
ず
、
「
飛
び
出
づ(
室
町)
」
と
「
飛
び
出
だ
す(
一
八
七
〇)
」
の
よ
う
に
「
い
づ
」
に
比
べ
、「
～
い
だ
す
」
が
後
項
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
始
め
た
時
期
が
相
当
遅
か
っ
た
り
、「
流
れ
出
づ(
九 
 
 
〇
五)
」
→
「
流
れ
出
る(
一
五
九
二)
」
→
「
流
れ
出
す(
一
八
八
四))
」
の
よ
う
に
そ
も
そ
も
「
～
い
だ
す
」
が
存
在
し
な
か
っ
た
り
す
る
語
例
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
ま
た
、「
他
動
詞
＋
出
る
」
の
語
例
を
み
て
み
る
と
、 
 
〔
他
動
詞
＋
で
る
〕 
訴
え
出
る(
自)  : 
物
事
の
理
非
曲
直
を
判
断
し
て
も
ら
う
た
め
に
人
や
機
関
に
申
し
出
る
。
初
出
一
八
八
六 
追
ん
出
る(
自)  : (
「
追
い
出
る
」
変
化
し
た
語)
自
分
か
ら
進
ん
で
の
場
所
か
ら
出
る 
 
 
 
 
 
 
無
理
に
出
さ
せ
る
。い
や
い
や
出
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
言
い
方
。 
 
 
 
 
 
 
初
出
一
八
六
八 
漕
ぎ
出
る(
自) : 
船
を
漕
い
で
で
る
。
漕
ぎ
い
ず
。
初
出
一
八
九
八 
突
き
出
る(
自) : 
➀
覆
い
や
壁
な
と
を
突
い
て
で
る
。
初
出
一
九
六
七 
 
 
 
 
 
 
➁
ふ
い
に
で
る
。
ぐ
っ
と
前
へ
出
る
。
さ
っ
と
出
る
。
初
出
一
九
五
二 
 
 
 
 
 
 
➂
高
く
、
ま
た
は
長
く
出
る
。
あ
る
部
分
が
前
や
土
に
出
張
る 
 
初
出
一
九
〇
三 
届
け
出
る(
他)  : 
役
所
、
学
校
、
会
社
の
上
司
な
ど
に
書
類
ま
た
は
口
頭
で
申
し
出
る
。 
届
け
る
。
届
け
い
ず
。
初
出
一
九
〇
五 
(
と
ど
け
い
ず 
初
出
一
八
九
六 
取
り
出
る(
自)  : 
大
軍
が
急
ぎ
ひ
し
め
い
て
出
る
。
初
出
一
六
〇
三 
名
乗
り
出
る(
自) : 
自
分
の
姓
名
、
身
分
な
ど
を
皆
の
前
へ
名
乗
っ
て
出
る
。 
自
分
が
そ
の
本
人
で
あ
る
こ
と
を
申
し
上
げ
る
。
初
出
一
九
〇
〇 
抜
き
出
る(
自)  : 
中
か
ら
で
る
。
初
出
一
九
〇
六 
願
い
出
る(
自) : 
願
い
を
申
し
出
る
。
初
出
一
九
〇
〇 
放
り
出
る(
自)  : 
対
外
に
で
る
。
生
ま
れ
る
。
初
出
一
七
八
四 
 剥
き
出
る(
自)  : 
今
ま
で
隠
れ
で
い
た
部
分
が
あ
ら
わ
に
な
る
。
初
出
一
九
二
八 
申
し
出
る(
他)  : 
自
分
か
ら
進
ん
で
言
っ
て
出
る
。
初
出
一
八
世
紀 
- 182 -
副
詞
「
多
分
」
の
史
的
変
遷
を
め
ぐ
っ
て 
 
李 
知
殷 
  
一
、
は
じ
め
に 
 
 
本
稿
で
は
、
副
詞
「
多
分
」
を
取
り
あ
げ
、
中
世
期
か
ら
近
代
期
に
至
る
ま
で
の
変
遷
過
程
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 
現
代
日
本
語
に
お
け
る
「
多
分
」
は
、
話
し
手
の
推
量
を
表
し
、
可
能
性
が
か
な
り
高
い
こ
と
を
表
す
副
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る(
日
本
語
文
型
辞
典
、1
99
9:
20
2)
。
実
際
の
新
聞
記
事
か
ら
も
、
主
に
話
し
手
の
推
量
を
表
す
内
容
の
用
例
１
が
多
く
み
ら
れ
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
１
「
朝
日
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
用
い
て
、2
0
11
年1
月1
日
か
ら2
0
11
年3
月3
1
日
ま
で
の3
ヶ
月
分
の
記
事
か
ら
「
多
分
」
「
た
ぶ
ん
」
 
を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、9
7
件
が
得
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
、8
2
件
が
副
詞
と
し
て
用
い
、
残
り
の1
3
件
は
名
詞
・
形
容
動
詞
、
ま
た
は
慣
用
句
で
あ
る
。 
 (
一)
Ａ.
当
時
の
思
い
出
は
な
ぜ
か
冬
の
日
が
多
い
。
考
え
て
み
る
と
、
こ
た
つ
だ
。
孫
息
子
は
ゲ
ー
ム
や
テ
レ
ビ
か
ら
離
れ
る
生
活
で
、
多
分
不
満
だ
っ
た
だ
ろ
う
。 
 
  
 
 
 
 
 
 
「
朝
日
新
聞
」2
01
1.
01
.1
9 
Ｂ.
自
分
の
前
に
逃
げ
た
人
た
ち
は
、
た
ぶ
ん
の
み
込
ま
れ
た
だ
ろ
う
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
朝
日
新
聞
」2
01
1.
03
.
14 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次
の
用
例
を
み
る
と
、「
か
な
り
の
程
度
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
を
表
し
、
形
容
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。 
＊
名
古
屋
の
よ
う
に
マ
グ
マ
が
噴
き
出
て
く
る
可
能
性
は
多
分
に
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
  
 
「
朝
日
新
聞
」2
01
1
年0
2
月2
2
日 
 
綰
み
出
る(
自)  
は
み
だ
す
。
初
出
一
八
五
七 
 
ど
れ
も
そ
の
初
出
が
新
し
く
、「
で
る
」
も
全
部
「
外
の
方
へ
出
る
」
と
い
う
自
動
詞
の
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
こ
の
よ
う
な
現
象
か
ら
後
項
動
詞
「
～
だ
す
」
と
「
～
で
る
」
の
意
味
関
係
及
び
自
他
の
組
み
合
わ
せ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
古
語
の
「
～
い
づ
」
と
「
～
い
だ
す
」
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
、個
別
の
意
味
と
用
法
を
さ
ら
に
詳
し
く
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
  
５ 
今
後
の
課
題 
 
本
稿
で
は
、
現
代
語
に
お
け
る
後
項
動
詞
「
で
る
」
と
「
だ
す
」
の
意
味
分
析
に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
今
後
は
史
的
変
遷
の
過
程
に
そ
の
重
点
を
置
き
、
さ
ら
に
丁
寧
に
分
析
を
加
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
い
・
じ
ょ
ん
み
ん 
大
学
院
後
期
課
程
在
学
生) 
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